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公園での蝟集と青少年の健全育成 

 

             

伊丹市教育委員会事務局学校教育課  

生徒指導担当指導主事 武市 恭典 

  

公園や公共施設は子どもたちが自由に集い、交流し、社会性を育む大切な場所です。しか

し近年、一部の公園では青少年が深夜まで集団で長時間滞留する、いわゆる「蝟集（いしゅ

う）」が問題となることがあります。そこで、子ども達の公園利用について、今一度焦点を

当てて考えてみたいと思います。 

公園はそもそも、多くの人が利用する公共空間です。友人同士が集まり、会話や遊びを楽

しむことで、協調性やコミュニケーション能力が育まれ、小さいころから遊んだ思い出から、

地域への愛着が生まれることもあると思います。その意味では、子どもたちが公園に集まる

こと自体は健全なことであり、決して問題視されるべきものではありません。 

しかし、集まった結果、行き過ぎた行動があるとさまざまな問題が発生します。大声で騒

ぐことによる騒音、ごみの放置、遊具の乱暴な利用などは、近隣住民や他の利用者に迷惑を

かけることになります。また、深夜までの滞留は生活習慣の乱れにつながるだけでなく、非

行やトラブルに巻き込まれる危険性も高まります。公共の場を利用する以上、自分たちの楽

しさだけでなく、周囲への影響を考えることが求められます。 

前述のような「蝟集」であれば、単に「集まるな」と禁止する対処療法のみを行うことも

想定されます。しかし、禁止だけされた子ども達は、公共の場でどのようなマナーが必要な

のかを理解できないままかもしれません。人に迷惑をかけないこと、具体的には自分が出し

たごみを持ち帰る、夜間は静かに利用する、小さな子どもや高齢者にも配慮するなどを実践

することで、公共心や責任感を身につけることができるのではないでしょうか。 

そのためには、家庭や学校、地域社会の役割も重要です。保護者や教員が日頃から公共マ

ナーの大切さを伝えるとともに、周りの大人が子どもたちと適度な関わりを持つことが有効

だと考えます。注意するだけではなく、対話を通じて社会のルールを教える姿勢が我々大人

に求められています。 

子ども達が、色々な人とのつながりの中で周囲への配慮を忘れない態度を身につけること

が、様々な青少年の健全育成上の課題の解消につながります。子ども達が、自分の行動には

自由と責任の両方が伴うことを学べるように、家庭や学校、地域社会が子ども達と関わるこ

とができればと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 毎年、市内中学生から非行防止啓発ポスターの原画を募っています。今年は

市内５中学校から 28作品の応募がありました。その中から、伊丹市立北中学校

１年山口 陽莉さんの原画をもとにポスターを作成しました。完成したポスター

は 9 月中旬から、市内量販店・公共施設・地域のｺﾐｭﾆﾃｨ掲示板・学校園所等に

掲示していただく予定です。 

８月補導活動 
－ 暫定値 － 

幼児 
小学生 

中学生 高校生 
その他 

大人 

あいさつ １３５  １９ １５ １９５ 
声かけ/会話等   ４７   ３３   ２５   ９５ 
（内）
問題 
行動 

遊びに関して    １    ０    ５    ０ 
交通に関して    ５    ９    ６   ２７ 
その他    ０    ０    ２    ４ 

相 談 件 数 
電話相談 ０ 件 
来所相談 １ 件 
ﾒｰﾙ 相談 ０ 件 

ひょうご防犯ネット情報 （ 8/1 ～ 8/31 掲載分 ） 
日 時刻 場 所 事 案 概  要      － 行為者確保・警告等があったものには☆印 － 
 6 19:20 瑞ケ丘

1 
不審者情報 自転車で通行中の女子中学生が、自転車に乗った男とすれ違いざま、顔に霧状の

ものをかけられた。 
 7  1:04 伊 丹 市

内 
わいせつ事

件 
徒歩で通行中の成人女性に対して、後方から来た男がわいせつな行為をした。 

18 21:10 西野 8 不審者情報 自転車で通行中の成人男性が、臀部を出して自転車に乗車した男を目撃した。 
24 22:30 荒牧南

2 
露出事件 公園内において、成人女性が下半身を露出した男を目撃した。 

26 ☆ 7/27、行基 1 で発生した露出事件について、犯人が検挙された。 
28 18:23 西台 3 つきまとい 徒歩で通行中の女子中学生に対して、男がつきまとった。 

＜ ９月の予定 ＞ 
9月～11
月 
  
 
 
(随時) 

 

第2回 愛護補導連絡会 (各小学校区) 
9月実施ﾌﾞﾛｯｸ （ ）内は実施日 

神津小(10) 摂陽小(15) 桜台小(18） 
有岡小(24) 伊丹小(28) 

街頭補導活動           （各小学校区） 
中学校区内補導活動     （各中学校区） 
電話・来所・メール相談（愛護センター） 

3(木) 
7(月) 
7(月) 
10(木) 

夏季全市一斉愛護パトロール（予備日10日） 

伊丹市少年補導委員連合会 役員会 
伊丹市少年補導委員連合会 定例理事会 
広報啓発活動（稲野・伊丹・摂陽） 

「センター通信」へのご意見ご感想を、伊丹市立少年愛護センター（℡072-780-3540）までお寄せください。 

宝塚市・伊丹市少年補導委員合同補導活動 ― イオン伊丹昆陽 ― 

 7 月に続き、学校園においてはまもなく夏季休業が終わる 8 月 21 日(金)、宝塚市少年補導委員と伊丹市少年補
導委員（昆陽里・桜台・天神川ブロック）、宝塚市青少年センター職員と当センター職員が合同（総勢３１名）で
補導活動を行いました。イオン伊丹昆陽保安担当者の案内のもと、青少年がよく立ち寄る場所や蝟集する場所等を
中心に実施しました。 

令和８年度 非行防止啓発ポスター 

教育支援センター やまびこ  （見学・入所は随時行っておりますが、学校を通しての申し込みとなります。） 

文部科学省「令和 6 年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」によると、令
和 6 年度の全国の小・中学校における不登校児童生徒数は 12 年連続で増加し、過去最多の 353,970 人（前年度
346,482 人）となりました。一方で、増加率は小学校 5.6％（前年度 24.0％）、中学校 0.1％（前年度 11.4％）と、
前年度を下回っています。 
伊丹市では教育支援センター やまびこにおいて、不登校児童生徒の学力の向上や学習意欲の喚起を図り、学校

復帰を含めた社会的自立に向けた支援を行っています。主に ① 安心して過ごせる居場所づくり ② 学習支援 ③ 
社会性の育成及び集団生活への適応支援 ④ 学校・関係機関との連携 を柱とし、児童生徒一人ひとりの状況に応
じた支援を実施しています。 

 


